
岡 山 の 美 術 展   特 別 展 示
2021年6月22日[火]

――8月29日[日]
休館日｜月曜日、8月10日　

開館時間｜9：00－17：00 （入館は閉館の30分前まで／
6月26日は19：00まで、7月31日、8月13日・14日・28日は20：00まで開館）

観覧料｜一般 350円、 65歳以上* 170円
大学生* 250円、 高校生以下*無料
＊年齢や所属を確認できる証明書や学生証をご提示ください。
※キャンパスメンバーズ制度加盟校の学生は無料。
※特別展「ヨーロッパ絵画400年の旅―珠玉の東京富士美術館コレク
ション」の観覧券でもご覧いただけます。

会場｜岡山県立美術館 2階展示室
主催｜岡山県立美術館
助成｜
後援｜岡山県教育委員会、倉敷市教育委員会
岡山県郷土文化財団、公益社団法人岡山県文化連盟
一般財団法人岡山県国際交流協会、山陽新聞社
NHK岡山放送局、RSK山陽放送、OHK岡山放送
TSCテレビせとうち、RNC西日本放送、KSB瀬戸内海放送
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交通案内　岡山駅後楽園口（東口）から
徒歩：約15分   
路面電車：東山行「城下」下車徒歩約3分
宇野バス：四御神、瀬戸駅、片上方面行「表町入口」下車徒歩
宇野バス：約3分
岡電バス：藤原団地行「天神町」下車すぐ

岡山県立美術館　
〒700-0814  岡山市北区天神町8-48
Tel: 086-225-4800　Fax: 086-224-0648
E-mail: kenbi@pref.okayama.lg.jp
＊新型コロナウイルス感染症対策のため、マスクの着用、
検温、手指消毒、来館者カードのご記入にご協力ください。

関連イベント  ※申し込み不要、聴講無料、定員先着180名まで

鼎談　玉島と柚木家三代の絵画

日時  6月26日［土］ 14：00－15：30　  会場  2階ホール
講師  鍵岡正謹（当館顧問）、橋村直樹（当館学芸員）

　　 八田真理子（当館学芸員）

[表面] 1. 柚木玉邨《廬山一角図》（部分）1938年 個人蔵／2. 柚木久太
《朝暾》（部分）1954年 倉敷市立美術館蔵／3. 柚木祥吉郎《高梁川》（部分）
1981年 個人蔵／ [裏面] 4. 柚木玉邨《太湖石図》1927年 個人蔵／5. 柚木
玉邨《倣石涛山水図》1908年 個人蔵／6. 柚木久太《鞆津の朝》 1911年 
個人蔵／7． 柚木久太《モレーの秋》 1913年 倉敷市立美術館蔵／8. 柚木
久太《内海雲光る》 1966年 倉敷市立美術館蔵／9. 柚木祥吉郎《画家の
像》 1949年
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　穏やかな瀬戸内海に注ぐ高梁川の河口に江戸時
代より干拓された玉島は、高瀬舟や北前船が数多く
出入りするなど備中の玄関口として栄えた港町です。
この地で、江戸中期頃より備中松山藩主に代々諸役
として仕えた庄屋で、奉行格の待遇を受けていたのが
柚木家です。
　柚木家からは諸芸に秀でた人物が多く出ましたが、
本展で紹介するのは柚木玉邨・久太・祥吉郎の三代
です。柚木玉邨（1865-1943）は、実業面で活躍する
かたわら流麗な水墨画を描いて詩書に通じた南画家
で、その息子の柚木久太（1885-1970）は、フランス
に渡って研鑽を積み、帰国後は官展系の美術展に
出品し続けて清涼な風景画を遺した洋画家です。
また、久太の長男の柚木祥吉郎（1919-2005）は、人物
のいる幻想的な風景画を描いた洋画家です。
　本展では、柚木久太の初期から晩年にかけての
風景画を中心に、父・玉邨の南画と子・祥吉郎の油
彩画を一堂に展示することによって、それぞれの画
業を明らかにしつつ、時代を超えた柚木家三代に
通底する精神を、玉島の文化的背景を踏まえながら
紐解きます。


